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寿会との楽しい交流会�

　栄第二寿会と摩当婦人学級の交流会が２月19日

栄公民館で行われ、お年寄りが学級会員の手づくり

お弁当をいただきながら、歌や踊りなどの余興を楽

しみ、交流を深めました。�

　この交流会は、地域のお年寄りに楽しいひと時を

過ごしてもらおうと、婦人学級の呼びかけではじま

ったもので、楽しい企画の数々は大好評でした。参

加した寿会の会員からは「とても楽しかった、感謝

しています。このような会が年に何度かあればうれ

しい」との言葉も。�

　婦人学級の小坂和子代表は「持ち寄った食材で作

ったお弁当が大変喜ばれたし、皆さん本当に楽しん

でいただき、こうした会が必要なことがわかりまし

た」と話していました。�

�

内陸線で講話会&交流会�
阿仁公民館三枚分館�

�

６人が皆勤賞�

前田寿大学閉講式�

摩当婦人学級�

　前田公民館で２月20日、寿大学の18年度閉講式

が、和やかな雰囲気の中で行われました。�

　大学では、市政についての研修や県の出前講座、

さらに一泊研修など５月から10回にわたり、多彩

な内容の講義を開催し無事終了しました。閉講式

では皆勤賞６人と精勤賞15人が表彰されました。

　さらに、地区の役員として大学の運営に協力い

ただいた16人に感謝状が贈られました。�

　最後の講座では、北秋田警察署前田駐在所の田

村博美さんが「交通安全と悪徳商法について」、

さらに人権擁護委員の戸嶋玲子さん（北秋田市坊沢）

が「笑うことは元気の源」と題し講話。悪徳商法

にはだまされない、そして人生を笑顔で楽しもう

と誓い合いました。�
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　秋田内陸線を利

用した阿仁公民館

三枚分館の講話会

が２月18日に行わ

れました。この企画

は、内陸線乗車運動

も兼ねて昨年に引き続

き開催されたものです。最

初の講話は北秋田市議会の吉岡議長による「合併

後の状況について」。鷹巣駅から阿仁合駅までの間、

合併後の旧町間の状況や内陸線の存続、市民病院

建設などの市政について学びました。続く阿仁合駅・

角館駅間は前森吉公民館長の金新佐久氏によるア

コーディオン演奏。なつメロや童謡で盛り上がり、

車窓に流れる景色とともに、参加者はリフレッシ

ュしていました。�
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学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します
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昔の冬の暮らしを体験�
米内沢小児童～先人の知恵を学ぶ�
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　冬の生活を学び楽しむ米内沢小学校の「冬体験

学習」が３月７日、北秋田市森吉構造改善センタ

ーで行われ、先人の知恵を学びました。�

　この施設には、現在では見ることができなくな

った昔の道具や生活用品が展示されています。参

加した同小の３年生39人は、はじめに俵などを編

む道具「菰槌」を使い、かつては農家の冬の作業

として行われた「簾編み」や「俵編み」を体験。�

　好奇心いっぱいの子どもたちは、このほか会場

いっぱいに並べられたたくさんの民具などを手に

取っては指導員に、「どう使うんですか」と質問

ぜめ。それぞれの道具の思いもかけない働きやし

くみを知って驚きにあふれた目を輝かせていました。�

　最後には臼と杵を使った餅つきを体験。自分た

ちでついた餅をいただき、ひと味ちがう食感を楽

しみました。�

こもづち�

すだれ�

うす� きね�

たわら�

たわら�

　
平
成
19
年
度
の
各
地
区
高
齢
者
講
座
は
、
次
の
内

容
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

各
公
民
館
、
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。�

�

●
「
森
吉
大
学
」�

〜
新
た
な
生
き
が
い
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
！�

▽
年
６
回
の
実
施
を
予
定
。
講
演
会
、
移
動
研
修
、

健
康
教
室
な
ど�

対
　
　
象
　
60
歳
以
上
の
方 �

運

営

費
　
１
０
０
０
円
（
開
講
式
当
日
に
徴
収
） �

申
込
受
付
　
４
月
16
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
） �

◎
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ�

▽
森
吉
公
民
館
　
　
72�
―
３
２
５
９ �

�

●
「
前
田
大
学
」 �

〜
仲
間
と
楽
し
く
学
び
合
お
う
！�

▽
年
６
回
実
施
。
講
演
会
、
移
動
研
修
、
前
田
小
児

　
童
、
前
田
保
育
園
園
児
と
の
交
流
会
な
ど�

対
　
　
象
　
60
歳
以
上
の
方 �

運

営

費
　
１
０
０
０
円
（
開
講
式
当
日
に
徴
収
） �

申
込
受
付
　
４
月
16
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）�

◎
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ�

▽
前
田
公
民
館
　
　
75
―
２
１
０
０�

●
「
阿
仁
生
き
活
き
大
学
」�

〜
楽
し
く
生
き
が
い
の
あ
る
活
動
を
！ �

▽
開
催
は
年
６
回
。講
演
会
、移
動
研
修
、交
流
会
な
ど�

対
　
　
象
　
60
歳
以
上
の
方�

運

営

費
　
１
５
０
０
円
（
開
講
式
当
日
に
徴
収
） �

申
込
受
付
　
４
月
23
日
（
月
）
〜
５
月
15
日
（
火
） �

◎
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ�

▽
阿
仁
公
民
館
　
　
82�
―
２
２
２
０ �

●
「
合
川
大
学
」�

〜
楽
し
く
学
習
し
よ
う
！ �

◇
開
催
は
年
６
回
。
講
演
会
、
研
修
等
。 �

対
　
　
象
　
60
歳
以
上
の
方 �

運

営

費
　
１
０
０
０
円
（
開
講
式
当
日
に
徴
収
） �

申
込
受
付
　
４
月
23
日
（
月
）
〜
５
月
15
日
（
火
） �

◎
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ�

▽
合
川
公
民
館
　
　
78
―
２
１
１
４ �

�

●
「
高
鷹
大
学
」 �

▽
受
講
生
は
現
在
約
４
０
０
名
。
ク
ラ
ブ
活
動
が
あ

り
、
１
人
１
ク
ラ
ブ
に
入
部
で
き
ま
す
。 �

対
　
　
象
　
満
55
歳
以
上
の
方 �

運

営

費
　
１
０
０
０
円
（
申
込
時
）�

　
　
　
　
　
　
※
各
ク
ラ
ブ
の
教
材
費
等
は
別
途 �

申
込
受
付
　
４
月
３
日
（
火
）
〜
４
月
18
日
（
水
） �

【
ク
ラ
ブ
の
種
類
】�

　
詩
吟
・
陶
芸
・
歌
謡
・
習
字
・
ち
ぎ
り
絵
・
俳
句
・

歩
こ
う
会
・
園
芸
・
写
真
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

ふ
る
さ
と
研
究
・
大
正
琴
・
健
康
ク
ラ
ブ
・
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
・
ユ
ニ
カ
ー
ル
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス �

◎
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　�

▽
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　
　
78
―
６
６
１
８ 

　�

■�
19
年
度
高
齢
者
講
座
受
講
生
募
集�


